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殻の原子軌道を埋めてできた構造上の安定性は，結合をつくるうえで非常に
安定である（図 2・3）．

殻の原子軌道を埋めてできた構造上の安定性は，結合をつくるうえで非常に
重要である（図 2・3）．

つまりアセチレンの共役酸は強酸である． つまり共役酸のアセチレンは強酸である．

たとえばメタンCH4（沸点－161.5 ℃），エタンC2H6（89 ℃），プロパン
C3H8（－42.1 ℃），ブタンC4H10（－0.5 ℃）は同族体である．

たとえばメタンCH4（沸点－161.5 ℃），エタンC2H6（－89 ℃），プロパン
C3H8（－42.1 ℃），ブタンC4H10（－0.5 ℃）は同族体である．
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頁 図番号など 誤 正

295 16・2 シクロヘキサノンをアジ化水素と反応させ，ついで酸処理して六員環ラクタム
とした．

シクロヘキサノンをアジ化水素と反応させ，ついで酸処理して七員環ラクタム
とした．
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